
人の和か、ひろがる集含5分前

坪谷小学稜にプール
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13）　町報とうこう

害
者
は
決
し
て
「
だ

他
の
入
」
で
は
な
く
、

し
た
ち
一
人
ひ
と
り

近
な
問
題
な
の
で
す
。

時
に
、
障
害
と
い
う

は
、
そ
の
入
自
身
に

の
で
は
な
く
、
障
害

八
と
そ
の
社
会
環
境
と
の

生
ま
れ
る
　
一
と
い
う
考

つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

と
え
ば
、
障
害
を
も
っ
て

に
日
常
生
活
に
さ
し
さ
わ

人
も
、
十
分
置
整
備
さ
れ

境
の
中
で
不
自
由
さ
の
な

活
が
で
き
る
と
し
た
ら
、

会会あた　にか者あ問　のわれ　よも障わ　ま的をのれ精い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’神は障生塵るめた立ら個る題同身たか障うつ害たそすに完個
　　　　　　　　　　　　　　　　　。て者しう　。行全人自的老害

い
う
意
味
で
は
、

た
ち
の
だ
れ
も
が

に
な
る
可
能
性
を

い
る
と
い
え
ま
し

翻稿宏耀一

者
と
は
、
病
気
や
事
故
あ
る

齢
化
な
ど
の
た
め
に
身
体
的
・

な
機
能
が
損
な
わ

分
自
身
で
は
通
常

生
活
や
社
会
生
活

に
、
ま
た
は
部
分

え
な
い
入
を
い
い

人
は
必
ず
し
も
「
社
会
的
な
障
害
者
」

と
は
い
え
な
い
か
ら
で
す
。

　
　
　
　
　
つ
ま
り
、
同
書
を
も
つ

　
　
　
　
入
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

ノいW姶糧即W冒O降
社
会
環
境
が
ま
だ
－
r
分
に

整
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

　
社
会
施
設
な
ど
を
、
障

害
を
も
つ
入
に
と
っ
て
利

用
し
や
す
く
す
る
　
　
わ

た
し
た
ち
み
ん
な
が
「
障

害
」
と
い
う
こ
と
を
意
識

し
な
い
社
会
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
が
、
国
際
障
害

者
年
の
大
き
な
目
的
で
す
．

　
そ
の
た
め
に
は
、
わ
た

し
た
ち
一
入
ひ
と
り
が
障

害
者
問
題
を
自
分
自
身
の

問
題
と
し
て
理
解
し
、
幅

広
い
社
会
的
な
連
帯
意
識

を
も
っ
て
解
決
し
て
い
く
こ
と
力
大

切
で
す
。

　
－
－
旨
－
障
害
者
問
題
へ
の
理
解
を
よ

り
一
層
深
め
る
た
め
に
、
主
な
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
豊

障害者への理解を深めよう

　このマークは、勇気・希望・愛・やさしざ
　　ナイス　　　ハ　ト

……
mICE　HE，ART’をシンボライズしたもの

Zす。このマークをつけた人たちは、ナイス

ハートの入たち。あな

たもこの輪に加わりま

　このマーク

は、社会への

く完全参加と：

平等〉をテー

マにした、国

際障害者年の

わ
た
し
た
ち
の
載
会
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
和
の
あ
つ
ま
り
で
あ

り
、
人
は
み
な
お
互
い
に
助
け
合
っ
て
生
き
て
い
る
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
障
害
者
ヒ
と
も
に
　
　
一

せんか一。

国号瀦年記忌事蚕
業の統一マークどしτ

国際障害者年推進工部

が決めたものτす。

　このマークは、そこに手話のτまる人がの

τ、耳や口の不自由な人たちが利用しやすの

窓口であるこどを混ずシンボルマークτす。

図柄は耳をデザイ

ン化したタヅノオ

トシコτ、財団法

人全日本ろうあ連

盟のシンボルマー

クτす。

　　　　　　　燕
シンボルマークτ、フランスの国際障害者年

国内委員会より提案されたデザインをもとに

しτ、国連によっτ決められたものτす。平

等な立場τ相互の連帯ど支持を誓の、手を結

ぶ2人の人間を象徴しτのます。

●

手話窓ロ

　このマークは、手足の不自由な入が利用し

物ずの建物・施設τあるこどを示すシンボル

マークτ、国際障害者リハビリテーション協

会（本部・ニューヨーク加盟約70か国）によ

っτ決められ

たものτず。

町報とうこう　　（2）

新林業構

　
林
業
者
の
定
住
化
の
促
進

・
森
林
総
合
利
用
促
進
・
林
業
環
境
整
備
。
就
労
安
定
促
進
・
協
同
林
整
備

な
ど

　　　　　　　　造改善事業

57年度から4年間；事業費6億円

林
業
経
営
近
代
化
施
設
の
整
備

・
素
材
生
産
馬
施
軸
奴
・
出
廻
秣
叶
栴
瑞
賦
の
軸
収
腎
P
・
チ
ッ
．
フ
生
産
施
鈍
駅
・
樹
昇
田
山
土
産
施
工
賦

・
特
用
林
産
物
生
産
施
設
・
基
盤
整
備
用
機
械
施
設
・
そ
の
池
流
通
施
設
・
加

工
施
設
。
地
域
林
業
活
動
施
設
な
ど

高
名

寺
迫

小
野
田

鶴
野
内

飾蝶・・
li舅義ピィ

二
大
五
六

　　　⑥旭

志話

鍵

　
林
地
保
有
の
合
理
化

・
林
地
の
流
動
化
・
入
会
休
野
の
近
代
化
・
分
収
造
林
の
促
進
・
国
有
林
野
の

活
用　
地
域
林
業
の
組
織
化
の
推
進

。
組
織
化
看
動
・
協
業
生
産
促
進
・
森
林
施
業
・
経
営
陣
標
団
地
整
備

　
林
業
生
産
基
盤
の
整
備

・
林
道
開
設
・
作
業
道
開
設

区
長
紹
介

　
四
囲
「
十
日
の
定
例
区
長
会
で
、
町

医一

ｷ
真
ハ
の
凡
け
澄
「
只
が
決
士
外
り
ふ
、
密
し
ハ
慢
、

　
区
長
会
長
に
小
野
田
区
長
の
第
甲
鶴

男
き
ん
、
副
会
．
．
ズ
ニ
田
野
区
．
」
、
、
ハ
の
田
原

玄
房
ふ
・
ン
ん
、
・
．
ム
計
に
福
瀬
区
．
．
．
…
．
ハ
の
新
名

吊
我
・
イ
隔
㌃
ん
一
一
汁
械
き
卸
り
↓
鼠
丁
し
ハ
」
．

　
区
長
の
任
期
は
冬
区
で
違
い
ま
す
が

本
年
窪
の
各
区
の
区
長
は
次
．
の
方
り
、
で

す
．
　
（
敬
称
路
）

迫
野
内

田羽扇坪越

野飯、谷表

高
山

田
京

吉
田

申
谷

‘
f
プ

パ
「
一
も

プ
＝
「
ン

ゴ
六
・
、

告
竺

文
人太

下
渡
川
　
甲
斐
一
匹
部

二三ll

　
本
町
は
、
新
林
業
構
造
改
善
事
業
を
実
施
す
る
た
め
計
画
地
域
の
指
定

に
強
く
要
望
し
て
い
ま
し
た
が
、
大
変
≒
ふ
、
〕
し
い
惰
勢
∂
な
か
ひ
、
っ
附
椥

変
計
画
地
域
と
し
で
指
定
き
れ
ま
し
た
、
．

　
こ
の
新
林
業
構
造
改
善
事
業
は
、
こ

れ
ま
で
の
林
業
構
造
改
善
事
業
の
繹
験

を
踏
ま
え
、
地
域
の
林
業
者
等
の
臼
主

的
な
意
向
を
尊
重
し
て
樹
立
ふ
・
」
れ
た
計

異
に
基
づ
き
、
新
た
に
、
地
域
の
林
業

活
動
の
助
長
、
林
産
物
の
加
工
体
制
の

整
備
、
山
林
地
域
の
環
境
条
件
の
改
善

等
林
業
構
造
の
改
善
に
必
要
な
事
業
を

総
合
的
か
つ
有
機
田
に
実
施
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
，

　
新
林
構
は
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た

林
業
の
振
興
と
活
力
あ
る
山
村
地
域
社

会
の
形
又
を
図
る
二
と
を
目

地
域
の
実
惜
に
ぶ
じ
た
頬
勺

の
実
施
が
で
｝
る
・
三
う
匹
つ

分
か
れ
「
、
い
之
す
が
、
本
町

業
構
造
改
善
吏
輩
．
．
（
を
実
芳
し

　
事
業
費
ン
∩
六
億
円
で
露
量

十
七
焦
・
変
か
ら
四
≡
，
問
で
す

　
事
業
種
h
は
、
今
ま
で
の

改
善
事
業
と
碍
．
n
ぼ
同
じ
も
の

い
ま
す
が
次
の
・
、
う
な
事
業

す
、
．すい改　十　業分の地会
　ま善事七事構か実以の
　す事業焦業造れ施の形
　が業種愛追払てが実又
　次とi・iかよ善いで惜を
　のほはら六事之｝に図
　之ぼ　’四億ニミするぶる
　う　［・己　∠計　ト弄　1り　を　カ；　よ　じ　　二

　なじま問で実’うたと
　事もでで実抱本匹頬を
　業ののす塗し町つ1コ目
　がに林　＝期まはの的r項
　でな業　罰ド棺［［事なと
　きつト馨　　よ　　付達卸し
　まて造　　三　　杯二∫二て

間
伐
促
進
対
策
事
業
な
ど
で
す

特
認
事
業

’
れ
〆
・
㌦
れ
∂
事
阜
．
．
ベ
一
』
艶
言
虫
コ
ー
し
へ
塚
い
但
勿
ム
ロ
叫
、
ζ
o
、
　
地
括
概
．
の
血
夫
桟
旧
｝
卜
し
溢
ソ
皆
，
へ
蕩
「
お
〃
必
r
τ
安

曇
」
の
二
つ
h
ン
」
は
特
に
刃
触
め
し
ょ
，
つ
》
エ
ヲ
る
“
っ
の



（4）町田とうこう

税
繊
ξ羅
一「曹 焉｡■■圃一ご一

㌻Gi！

れ

璽
相
続
と
税
金

　
椙
続
税
は
、
相
続
や
遺
贈
に
よ
〔
・
て

三
論
を
3
。
ら
っ
た
人
に
か
か
る
税
舎
て

す
　
こ
の
相
粒
税
は
、
遺
産
総
額
か
っ

債
梅
や
葬
式
論
理
な
と
を
差
引
い
た
「

千
咲
の
遺
帰
額
」
か
一
，
貸
与
控
除
額
　

を
超
え
る
と
｝
、
・
こ
か
か
一
ま
ず
　
こ
の

「
基
礎
控
除
舶
「
は
、
　
一
↓
干
万
円
の

定
額
控
除
額
一
と
「
四
百
万
円
こ
云
定

相
続
人
の
数
を
か
ナ
た
頷
｝
と
の
合
計

領
て
す
　
例
え
ば
、
法
走
帽
紙
人
か
麦

と
．
♪
四
人
の
ム
［
二
五
当
て
あ
る
と
き
よ

基
礎
控
除
額
は
、
四
宝
三
角
と
な
り
ま

す
の
て
、
正
鵠
の
遺
志
頷
が
四
干
万
円

ま
’
、
て
あ
れ
ば
、
税
今
よ
か
か
，
ま
せ

ん　
二
の
ま
か
、
配
偶
昌
か
遺
産
分
尉
こ

よ
）
相
糺
し
た
君
産
か
、
正
味
の
遺
産

額
の
二
分
の
「
ま
て
の
と
き
は
、
配
偶

吝
二
よ
唱
言
税
ま
か
か
づ
ま
せ
ん
　
ま

た
、
、
↓
分
の
「
以
ヒ
て
あ
っ
て
も
、
四

下
万
円
ま
て
の
と
き
ま
配
偶
者
に
よ
栢

続
税
よ
か
か
）
ま
せ
ん
　
し
か
し
、
こ

れ
女
特
例
て
す
か
ら
、
税
金
は
か
か
ら

な
く
’
、
も
申
告
エ
し
な
ナ
れ
ば
な
，
ま

せ
ん
　
棺
続
税
の
申
告
と
納
税
は
、
死
」
し

た
日
の
翠
日
か
ら
ハ
か
月
以
内
に
、
死

，
し
し
七
人
の
住
所
地
の
税
賜
署
上
に
す

る
二
と
こ
な
r
・
て
、
ま
す

至
災
害
を
受
け
た
と
き
は

税
の
減
免
手
続
を

　
こ
れ
か
ら
梅
而
期
に
入
う
ま
す
か
、

こ
の
時
期
に
は
、
豪
而
に
よ
る
被
答
か

発
生
す
る
こ
と
か
あ
〕
ま
す

　
風
水
腎
や
丑
災
、
火
災
へ
こ
一
に
よ
つ

て
大
㌧
・
－
な
被
害
を
受
す
た
場
合
は
、
税

舎
の
面
て
も
、
ろ
い
ろ
な
孜
済
措
置
が

設
ナ
つ
れ
て
い
ま
す
．

　
乃
一
、
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
と
㍉
・
・
に

は
、
そ
の
被
害
金
頽
を
ま
と
め
て
お
い

て
く
’
∫
、
」
い
　
そ
の
金
頷
か
所
得
の
f

分
の
丁
セ
超
え
る
ほ
と
大
｝
、
・
い
と
》
、
・
は

税
全
か
安
く
な
，
ま
す

　
ま
た
、
災
害
に
よ
っ
て
α
宅
や
家
財

の
Ψ
分
以
ト
か
損
害
を
季
ナ
た
場
ム
［
は

災
害
減
免
・
仏
と
い
う
法
律
て
、
所
得
に

旨
し
て
所
得
税
か
軽
減
、
免
除
ふ
・
、
れ
ま

す
．

「
国
税
モ
ニ
タ
ー
」
の
紹
介

　
か
ハ
の
ム
カ
セ
か
「
国
　
税
モ
ニ
タ
ー
」
に

決
走
し
ま
し
た
．

　
「
旧
　
税
モ
ニ
タ
ー
一
制
度
よ
、
税
房

行
政
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
に
設

げ
ら
れ
た
も
の
て
、
国
税
に
つ
い
て
納

税
者
か
ら
の
音
見
、
要
望
、
呂
盾
讐
を

く
み
上
げ
て
、
税
務
署
こ
伝
達
し
て
頂

至
贈
与
と
税
金

　
「
贈
与
税
」
と
い
う
の
は
、
個
人
か

ら
財
産
を
も
ら
っ
た
と
き
に
、
も
ら
っ

た
人
に
か
か
る
税
金
て
す
　
「
年
間
（

「
月
「
日
～
＋
二
月
目
＋
「
日
）
に
、

も
ら
っ
た
財
蔭
の
価
額
の
合
計
額
が
、

パ
ー
万
円
を
超
え
る
と
㍉
、
、
は
、
税
霧
署

に
一
、
贈
与
税
一
の
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
）
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
て
、
財
産
を
も
ら
う
と
い
う

こ
と
は
、
金
銭
を
手
に
す
る
こ
と
た
け

’
、
は
あ
り
ま
せ
ん
　
金
銭
の
や
－
）
と
）

を
し
な
い
て
、
土
地
や
建
物
を
子
供
の

名
義
こ
変
え
た
〕
、
夫
名
義
の
株
式
を

妻
の
名
我
に
変
え
た
一
し
た
と
｝
噛
ぽ
、

贈
与
か
あ
’
・
た
も
の
と
ふ
・
・
れ
ま
す
．
ま

た
、
親
イ
や
夫
婦
な
と
特
別
な
関
係
に

あ
る
人
と
の
間
の
「
金
銭
の
貸
借
」
に

は
、
そ
の
返
済
方
、
広
こ
つ
い
て
「
有
る

時
払
い
の
催
促
な
し
」
と
か
、
　
「
出
直

払
h
」
の
・
玉
う
な
も
の
か
あ
り
ま
す

こ
の
よ
う
に
、
形
式
的
に
は
金
銭
の
貸

借
に
な
っ
て
い
て
も
、
実
質
的
に
贈
与

と
認
、
ヤ
つ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
贈
与

税
の
対
象
に
な
う
ま
す

く
と
い
う
、
い
わ
D
る
納
税
者
と
税
務

署
の
ハ
で
フ
役
て
す
．
　
（
敢
称
略
）

伊藤比蝕石
皿木江i川
　　島
　　房呑［干
実樽一r亜目

日
向
市
舞
∠
6
6
8
2

延
岡
市
麓
員
4
5
5
1

　
〃
　
釜
茜
4
6
1
3

　
〃
　
鍵
6
7
0
5
8
9

高
干
硲
町
ご
2
2
6
2

一県や一

ゴ

牧
水
先
生
の
生
涯
⑳

｛
私
か
牧
水
先
生
の
姪
キ
又
き
ん
の

ゾ

暁
主
人
陶
山
君
と
沼
津
の
わ
で
を
訪
す

～鯉

M
誕
断
郡
諌

爾
鰭
顯

啄
の
上
に
茂
っ
て
い
た
藤
棚
の
こ
と
な

㌘
次
か
戻
に
故
郷
の
こ
と
を
「
置

～て

|
案
無
羅

　　て
私
が
不
思
義
こ
田
虫
・
た
の
よ
、
大

ウ
｝
、
－
な
一
い
ろ
，
一
が
掘
’
・
て
あ
r
ノ
た

ド

“
こ
と
て
し
た
，

嚇
「
何
ん
で
こ
ん
な
大
き
い
い
ろ
，
か

ド

鱒
必
要
な
の
て
す
か
一
と
喜
志
子
夫
人

丁
尋
ね
ま
し
た
美
人
ば
一
夫
は

“
朝
三
時
二
は
起
㍉
・
・
て
定
事
を
始
旧
る

チ
｝
の
て
す
よ
、
セ
か
ろ
私
が
前
夜
に
炭

ラ
大
を
埋
め
て
、
ρ
ノ
、
の
て
す
　
』
人
キ
あ

ほ

｛
炭
火
の
ヒ
に
鉄
瓶
、
甲
二
．
つ
置
口
、
伴

｝
事
を
始
め
七
時
か
八
時
に
朝
食
て
し

り

“
よ
う
そ
の
際
「
本
「
つ
の
鉄
瓶
て

｝
閃
を
し
て
飲
ひ
の
て
す
そ
の
璽

　
冨
間
は
か
つ
仮
眠
し
’
、
又
前
の
仕
事

笥
暫
、
甲
C
て
ト
暮
に
な
・
9
》
．
申
・
玉
♪
」

一
一
本
　
昼
食
後
♪
二
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
間
散
歩

　一
P

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
て
帰
る
と
ま
た
仕
事
三
入
仕
し

が
四
時
に
す
・
ば
四
時
か
・
、
人
出

に
す
め
ば
六
時
か
ら
、
夕
食
の
膳
に
購

つ
い
て
ゆ
っ
く
り
と
晩
蜘
に
な
る
の
鱒

て
す
　
朝
の
歌
こ
「
鉄
ひ
ん
を
二
つ
吻

炉
に
お
き
心
や
す
し
；
お
茶
の
慮

「
つ
燗
の
湯
一
晩
の
歌
に
一
夜
為
事
乎

を
終
わ
う
て
後
に
の
ひ
酒
は
つ
く
つ
噂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
呼

観
諏
継
継
ま
駿
い
へ

　
こ
の
任
牧
水
先
生
は
q
，
太
～
殿
下
輿

（
現
人
巳
二
重
）
の
御
写
真
を
、
肇
に
沖

掲
ヂ
て
一
大
御
姿
「
と
題
す
る
次
寒

三
婆
麟
ギ
日
ん

民
》
こ
，
、
の
敬
唆
な
先
生
の
尋
．
）
ヤ

か
歩
、
こ
と
に
よ
ノ
、
現
わ
れ
て
い
ま
す
吻

．
些
し
げ
。
ご
御
代
冷
ま
．
・
．
ノ
＼
の
ぞ
飛

ま
し
て
等
義
嘉
う
か
人
御
姿
は
あ

・
夕
方
の
あ
め
の
も
な
な
護
る
日
｝

の
ま
れ
f
れ
し
き
二
君
は
わ
わ
せ
ψ

、
り
　
　
　
　
　
　
　
　
輿

ぶ
へ
J
♪
が
ら
神
の
み
す
え
に
↓
イ
こ
吻

芒
香
華
砦
ち
す
か
し
　

，
三
　
　
　
　
　
　
壁

．
こ
の
国
そ
若
し
か
・
ら
し
し
ろ
し
ゆ

め
す
日
嗣
の
皐
を
い
ま
見
る
・
畔

　
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
略

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　　

@　

@
塩
月
儀
市
　

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@へ

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@へ

町報とうこう（5｝

四馬⑳戴繕）鄙や三嘆掩④

　　　　雍熱熱毬ξうぜノ

セ
ン
グ
の
皆
さ
ん
へ

　
家
庭
の
こ
と

　
　
　
と
劣
っ
ハ
曽
ち
の
こ
と

　
学
校
の
こ
と

　
　
　
亜
」
い
並
’
、
〕
の
こ
と

　
な
と
て
、
心
配
、
な
り
な
、
爪
葡
の

あ
る
と
き
よ
、
写
す
（
η
ノ
ラ
千
レ
・
、

ノ
を
こ
う
そ

”θ　」職9、、へ　9へA

お
父
さ
ん

　
　
お
母
さ
ん
方
へ

　
こ
こ
も
の
し
つ
け

　
　
　
こ
こ
も
に
対
す
る
愛
庸

　
二
と
も
の
々
産

　
　
　
ピ
ー
　
　
一
丁

　
　
　
」
プ
　
　
　
　
／
f

　
な
こ
、
心
配
ゐ
、
な
や
み
、
囚
一
こ

♪
一
の
ナ
の
｝
O
♪
」
｝
ご
ゆ
感
、
　
　
　
ノ
ラ
テ
　
ノ
　
、
　
ノ

て
相
談
を
ノ

ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
日
向
③
6
8
6
0

も
　
‘
　
：
‘
　
o
　
　
◎
　
、
　
　
　
し
く
　
　
　
ζ
r

小
野
弘
氏
勲
四
等
瑞
宝
賞
を
受
賞

凸卍’
　
き
㌧
、
こ
↑
、
れ
七
昭
和
五
↑
六
年
春

’
の
翼
動
て
一
兀
町
長
、
県
二
等
を
歴
任

い
き
れ
た
小
野
弘
氏
↓
あ
そ
の
永
年
の
業

い
績
か
U
弥
、
。
れ
琿
ノ
＼
，
フ
賞
、
望
ご
れ
ま

・
し
た
（
　
小
野
弘
氏
ま
昭
和
二
卜
二
二
戦
後

∬
・
」
健
と
科
乱
し
㌔
竺
の
中
こ
あ

り
　
つ
て
三
十
六
」
イ
の
若
さ
て
初
の
公
選

．
付
艮
と
な
一
二
期
八
昼
後
の
三
十
盗

’

。
．
襲
ζ
塾
　
‘
’
　
　
　　
6
　
　
　
㌧
　
　
し
　
、
　
。
ζ
［
　
・
9

儀
　二ご・

剣診

　
「
　
　

9
・
・
6
、
9
亀
、
　
曳
．
9
く
ご
。
　
ピ
，
．
　
」
6
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
V

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

二
県
会
誇
負
こ
当
．
遠
、
県
政
の
見
台
ρ

と
登
・
ミ
黒
き
れ
ま
し
た
　
～

　
昭
和
四
十
二
正
二
再
・
、
〕
誤
長
に
な
（

ろ
れ
二
期
へ
正
間
農
林
業
姦
興
、
い

社
隔
壁
回
、
教
育
施
設
の
整
備
な
二
．

の
外
・
牧
水
顕
彰
会
長
と
し
て
記
念
湘

館
の
建
設
等
呑
種
の
文
化
事
業
、
、
創
（

設
さ
れ
ま
し
た
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

　
疋
農
業
委
員
会
長
・
社
会
福
祉
ρ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

協
議
会
長
。
農
協
艮
・
農
業
共
益
組
馬

団
長
・
森
林
組
合
長
等
呑
種
経
着
団
い

伊
↑
曼
職
を
淫
し
歪
遠
耳
、
’
、
い

県
の
森
林
至
善
建
言
会
長
と
し
て
本
》

県
の
林
業
伝
興
二
石
越
一
、
・
れ
r
、
h
ま
ゾ

し
た
　
　
　
　
　
　
　
厚

　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ

ご
．
　
　
‘
、
　
9
？
、
　
髪
　
　
9
ζ
で
．
「
　
　

。
　
5
’
、
　
．
　
、

鞄
難
燃

　
梅
雨
期
の

　
　
交
通
事
故
防
止

　
雨
期
の
事
故
の
特
徴
隊
ス
リ
ノ
　
、
や

転
落
事
故
て
す
特
こ
フ
ノ
i
土
の
・
・
、
、

｝
、
か
暫
く
天
気
の
良
、
日
の
二
信
｛
く

副
動
距
離
か
艮
く
な
る
こ
と
が
あ
，
ま

す
の
て
、
気
を
つ
く
ま
し
L
ハ
う

　
降
而
期
の
運
転
一
、
・
ノ
・
よ

［
塾
度
を
溶
し
中
間
距
離
を
十
分
二
と

　
る

［　

J
ラ
ス
の
ノ
＼
も
，
♪
ゼ
自
ハ
ノ
＼
と
る
。

7
山
道
て
ま
悠
肩
こ
寄
一
過
》
・
、
な
h

［
ノ
す
ヘ
ー
や
す
、
斤
、
て
の
フ
ノ
ー
二
こ

　
よ
気
を
つ
す
る

一
一
台
風
や

　
　
集
中
豪
雨
に
備
え
よ
う

　
ム
コ
粧
婁
つ
う
つ
－
こ
・
つ
し
、
梅
雨
川
の
衣
震
即

こ
へ
あ
，
↓
浜
’
し
バ
ー
　
　
鳳
射
外
ム
ー
の
エ
∫
帽
」
’
」
，
玉

バ
目
後
仔
か
ら
七
弓
ヒ
旬
に
降
而
か
多

h
と
い
r
ノ
て
い
ま
す

　
南
期
ほ
特
に
集
中
三
二
’
、
河
川
か
；

’
ん
・
つ
－
■
7
聴
し
、
　
低
h
所
の
員
区
火
ゐ
、
、
喉
，
　
れ

の
被
嵩
か
多
く
な
，
ま
す

　
災
．
台
ま
亡
い
れ
た
頃
二
や
つ
て
く
る
と

h
つ
牡
、
由
断
、
｝
禁
物
て
す
　
哺
二
目

分
の
周
J
　
二
夙
を
つ
｝
・
て
被
．
」
目
を
う
．
ノ

な
、
よ
つ
二
す
る
セ
カ
、
気
象
庸
報
二

関
心
を
持
飼
，
、
家
族
て
防
災
時
の
処
置

な
二
．
晒
し
、
避
難
笙
、
の
こ
と
も
検
討
し

て
わ
・
≦
ま
し
一
ひ
つ

　
公
の
防
災
二
つ
、
て
の
問
畠
上
｝
、
そ

　
水
溜
に
入
る
と
》
、
、
二
抵
爽
∫
＝
て
入

　
㍗
，
、
　
途
中
〆
㌔
二
　
一
　
手
　
工
　
ノ
　
〆
㍗
し
へ
外
h

　
水
中
て
ワ
ヶ
ゼ
．
を
）
る
カ
な
h

　
（
ニ
ノ
ス
ト
T
レ
’
」
々
俊
5
ゼ
ノ
が
｝
、
・
か

　
な
い
）

　
求
中
て
発
進
、
停
止
、
後
退
，
ず
、
敗

　
の
・
」
》
」
、
　
な
止
山
∵
’
・
離
ム
ロ
（
あ
こ
T
し
へ
｝
、

　
・
＾
う
扶
況
を
5
1
る
こ
と

　
占
、
火
系
統
か
鳳
礼
七
ら
几
全
に
ワ
ノ

　
」
て
す

　
水
の
中
を
通
過
し
た
ら
、
フ
ノ
　
エ

　
を
軽
く
踏
へ
旦
く
乾
か
す
こ
と

　
以
上
の
よ
う
’
・
こ
と
て
す
か
、
　
・
1

．
を
L
」
る
と
共
こ
道
路
の
状
況
、
目
動

市
の
磯
暗
を
良
（
知
’
．
’
、
．
女
争
哩
転
を

ら
か
｝
ま
し
芸
つ

般
そ
牡
∂
機
関
て
検
討
処
琿
｝
・
・
れ
ま
丁

か
、
［
［
分
；
〔
分
て
～
つ
と
h
う
礁
構

と
日
ロ
ハ
の
生
．
備
こ
そ
か
人
匂
セ
と
慰
、

ま
す

　
凌
・
目
の
危
険
か
／
r
ド
」
’
、
・
7
／
る
場
薩
等

に
つ
、
1
㌔
；
、
消
陶
や
建
反
弧
一
、
て
実

地
調
へ
聖
を
／
’
J
、
置
策
を
し
「
、
∵
三
・
か

皆
ふ
デ
面
か
駄
つ
、
た
‘
－
か
あ
れ
」
あ
、
ア

（
こ
し
絡
を
取
r
て
く
セ
’
．
㌔
、

亜
－
t
〆

‘
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お
し
ら
せ

　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
勤

　　　　　　”』　　　　　響’”　　　’！9　　卿’”　”　一「，　”

彰
9一‘

交
通
事
故
の
相
談
は

　
　
自
動
車
保
険
請
求

　
　
　
　
相
談
セ
ン
タ
ー
え

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聰

一一〃〃’一回6■7〃’〃一塵－〆〃，一＿〆，〃r＿＿海

　
毎
日
．
の
よ
う
に
交
通
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
あ
乳
．
｛
父
通
事
故
で
因
一
っ
て
い
る

方
や
、
保
険
の
請
求
等
で
摘
害
し
た
い

方
は
、
お
気
軽
に
自
動
車
保
険
請
求
相

談
セ
ン
タ
ー
を
御
利
用
下
き
い
．
、
専
門

の
椙
談
員
や
、
弁
護
士
の
方
が
無
科
で

相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
．
．
相
談
の
時

間
等
は
次
の
と
お
り
’
、
・
ま
す
，

　
相
談
時
間

　
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
（
土

曜
日
は
正
午
ま
で
）

　
弁
護
士
相
談
日

　
第
三
木
曜
日
、
午
後
「
時
か
ら
午
後

四
時
ま
で

　
場
所

宮
崎
市
広
島
ニ
ノ
五
ノ
「
二
朝
日
生

命
ビ
ル
一
二
階
　
宮
崎
謂
査
事
務
所
内

　
宮
崎
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ

ー
口
話
0
9
8
5
2
8
．
．
．
1
1

Q
ゾ
Q
σ

警
察
官
募
集

　
宮
崎
県
警
察
本
部
で
は
、
警
察
官
を

募
集
し
し
い
ま
す
，

　
警
察
の
仕
事
は
社
会
的
献
度
も
高
く

実
力
本
位
で
努
力
が
実
を
結
州
、
し
、
将
来

性
が
あ
り
、
生
活
も
十
分
保
障
き
れ
る

職
業
で
す
、
今
、
あ
な
た
の
若
き
と
知

性
と
勇
気
を
ぞ
・
つ
け
て
応
募
し
て
く

レ
モ
リ
コ
　
　
ヘ
　
ニ

♪
‘
壱
．
¶
㌔
脚
M

▽
A
試
験
（
大
学
卒
）

　
1
、
資
格
　
大
学
卒
業
者
又
は
見
込

　
　
　
　
の
者
．
、
2
9
年
4
月
2
日
か
ら

　
　
　
　
3
5
年
4
月
－
日
生
の
者

　
2
、
試
験
の
期
日
と
科
目

◎
「
次
試
験
8
月
2
日
（
旦

　
　
「
般
教
養
・
諭
文
・
体
力
試
験

　
◎
二
次
試
験
　
8
月
2
5
日
（
火
）

　
　
適
性
・
身
体
・
口
述
試
験

3
、
身
体
の
基
準
（
お
お
む
ね
）

　
　
身
．
長
　
【
六
i
セ
ン
手
．
以
上

　
　
体
重
　
四
七
キ
ロ
以
上

　
　
胸
囲
　
七
八
セ
ン
チ
以
上

　
　
視
力
　
裸
眼
こ
・
「
矯
正
［
・
：

　
　
そ
の
他
色
盲
で
な
い
こ
と
、
聴

　
　
　
　
　
力
や
身
体
の
機
能
が
正

　
　
　
　
　
常
で
あ
る
こ
と
、

、
・
B
試
験
（
高
校
卒
）

　
1
、
資
格
　
高
校
章
業
者
又
は
見
込

　
　
　
　
の
者
、
2
9
年
4
月
2
日
か
ら

　
　
　
　
3
9
年
4
月
1
日
生
の
昔

　
2
、
試
験
の
期
日
と
科
目

　
◎
「
次
試
験
　
一
G
目
2
5
日
（
日
）

　
◎
二
次
試
験
　
1
1
月
1
0
日
～
1
1
日

　
3
、
科
目
　
身
依
基
準
は
A
試
験
に

　
　
　
　
　
同
じ

操
用
予
定

　
　
A
試
験
　
県
内
あ
名
、
県
外
2
4
名

　
　
B
〃
　
県
内
2
5
名
、
県
外
4
1
名

　
そ
の
他
、
く
わ
し
い
こ
と
は
駐
在
所

に
問
い
ム
ロ
せ
く
だ
き
い
、

　
　
　
衛
生
だ
よ
り

・
胃
集
団
検
診

実
施
日
6
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